
　  ■レイバーノーツとは
　レイバーノーツとは1979年に創設され、月刊雑誌『レイバー・ノーツ』（https://labornotes.
org/）を発行する労働者教育団体であり、全米の労働活動家のネットワークでもあります。
　2年に一度、大会が開かれ、世界中から労働運動活動家が集まり実践を報告し交流をしています。
このレイバーノーツを中心にしてアメリカの労働運動は大きな盛り上がりを見せており、アマゾン
労組などの新しい労働組合を誕生させ、各地でストライキを成功させています。その秘訣はなんな
のかを学ぶため全労連の参加団と共にレイバーノーツ大会に参加をしました。

　  ■自分たちが社会を変えるプレイヤー
　レイバーノーツでは「労働運動に運動を取り戻す」ということをスローガンとしており、それを実
現するために①交渉における譲歩や二層雇用をなくす積極的な戦略②組合員によって運営される
労働組合③レイバーセンターや地域社会の連携④未組織労働者の組織化の4つのポリシーを掲げ推
進しています。特に②に関して、サービス提供モデルと組織化モデルという形で対比することで、従
来の運動から脱却し、運動を再構築することを進めています。
　サービス提供モデルとは「組合員は指導部におまかせで、サービスの代金として組合費を収める
という認識で、執行部もなるべく組合員を関わらせないようにしている」ような状態で、一方で組織
化モデルとは、「組合員全員が組織の運営に責任を持ち、自分たちが社会を変えるプレイヤーだと自
覚している」状態を言います。この組織化モデルを目指そうというのがレイバーノーツの大きな方
針の一つです。

■ 教訓を学びとり、共有化する仕組みづくり
　また、アメリカで労働運動が盛り上がっているその背景には、2つの出来事が影響してい
るとされています。一つはグーグルやアマゾンなどのBigTech企業で労働組合が誕生したこ
とです。このことは大企業相手でも労働組合をつくりたたかうことができることを証明しま
した。もう一つは「Fight For Fifteen（最低賃金を15ドル以上に）」運動です。

　この運動は、低賃金のファーストフード店の
待遇改善を出発点に、貧困のない社会をつくる
社会正義を実現する運動であるとして若者の
間で運動が広がり、改善を実現させました。レ
イバーノーツでは、これらの出来事から運動を
大きくした教訓を学び取り、共有化しようとし
ています。
　次号ではいよいよ実際のレイバーノーツの
ワークショップと全体会の様子、そこから学ん
だ教訓についてご報告します。

特 集

　4月17日～22日、アメリカのシカゴで開催されたレイバーノーツ大
会に福岡から2名参加をしました。その報告を今号と次号に渡ってお
届けいたします。

レイバーノーツでもらった宝物レイバーノーツでもらった宝物
全米労働活動家と交流全米労働活動家と交流

★

レストランチェーン店（portillos)の労働者のストライキ支援行動

レイバーノーツ参加者・報告者
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　毎年のように過去最高気温
が更新される暑い夏が今年も
やってきました。温暖化の影
響を肌で感じ、地球環境への

危機感が募るとともに、寝苦しい日々に寝
不足が続き、体調の危機感も高まっている
今日この頃です。そんな中、今年も各地で
平和行進が取り組まれています。8月の原
水禁大会に向けて平和への思いをつないで
いくこの平和行進は、憲法 12 条の不断の
努力にほかなりません。草の根の平和活動
を受け継ぎ、次の世代に平和な世の中を残
すために何ができるのかを一緒に考えたい
と思います。（Ｋ）
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岡
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閉会挨拶をする福建労・隈本委員長

マイナカード普及に３兆円！
みんなが困る保険証廃止

「病院で待たされるのは医者がいないから。マイナ保険証
で待ち時間が短くなることはない。逆に医療機関はマイナ
保険証がはじまると暗証番号なしとあり、資格証など5種
類に対応しないといけない。マイナ保険証は利用するたび
に不便になる。スマホにマイナ保険証機能をというが、スマ
ホ用のカードリーダーが必要になる。薬の情報を共有でき
るというが、レセプト請求の情報で1か月以上反映にかか
る。これまでマイナカードのために税金をすごく使ってい
る。私の試算では総額3兆円になる。病院で20万円やるから
マイナ保険証を広めろと言って、一方で広めない病院につ
いては国民に密告させようとしている」

講 演
要 旨
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迫
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。

　8月3日～9日、原水爆禁止2024年世界大会が　8月3日～9日、原水爆禁止2024年世界大会が
開催されます。被爆80年を前に「生きている間に開催されます。被爆80年を前に「生きている間に
核兵器の廃絶を」という被爆者の願いにこたえ、核核兵器の廃絶を」という被爆者の願いにこたえ、核
兵器のない世界の実現を目指す重要な契機となる兵器のない世界の実現を目指す重要な契機となる
大会です。ぜひご参加ください。大会です。ぜひご参加ください。

原水爆禁止2024年世界大会原水爆禁止2024年世界大会

に参加しよう 　 に参加しよう 　 

《
続
き
は
次
号
に
掲
載
》

３
文
書
改
訂
は
国
民
の
代

表
で
あ
る
国
会
の
審
議
を

経
て
い
な
い
と
い
う
手

続
き
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

安
保
３
文
書
改
訂
は
９
条

に
代
表
さ
れ
る
平
和
主
義

だ
け
で
な
く
国
民
主
権
や

基
本
的
人
権
の
尊
重
に
も

違
反
し
て
い
る
重
大
な
問

題
で
す
。

後
集
記

編

特 集

今こそ平和を考える
安保３文書の狙いと軍事費増大安保３文書の狙いと軍事費増大
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を
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縛
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き
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基
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人
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無
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で
き
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に
な
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ま
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。

　
「
有
事
の
備
え
」と
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い
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ら
国
民
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権
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し
て
い
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保
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